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Ⅰ 学校の概要

１ 児童生徒数，学級数，教職員数

生徒数６９名（１年３１名、２年１６名、３年２２名）、

教職員１６名（平成２０年１月３１日現在）

２ 地域の概況

洞爺湖町は、活火山の有珠山や昭和新山、北海道有数のカ

ルデラ湖である洞爺湖など豊かな自然環境に恵まれている。

校舎も支笏洞爺国立公園特別区域に隣接しており、環境教育

を推進する好条件に恵まれている。

３ 環境教育の全体計画等

以前からボランティア活動として、地域内にある国立公園

の美化清掃活動を定期的に行い、ゴミ問題を意識させるとと

もに自然環境保全の重要性を認識させている。国立公園の自

然に直接触れることができる立地条件を生かした環境教育

を、教科「理科」や「総合的な学習の時間」において展開し

ている。

Ⅱ 研究主題

１ 環境問題に関する地域の自然環境と人間生活との関わり

についての研究

２ 定期的・長期的な環境の変化についての研究

Ⅲ 研究の概要

１ 研究のねらい

（１）地域の自然環境と人間生活の関わりについて、科学的

な調査を実施し、地域の環境保全を科学的な視点から、

生徒に考察させる。

（２）定期的・長期的な調査を継続して実施し、この地域の

自然環境と気象現象・季節変化・他の地域との関わりに

ついて、生徒に考察させるとともに、地球的視野での環

境保全について理解を深めさせる。

２ 校内の研究推進体制

（１）「総合的な学習の時間」の中での環境学習、水質調査。

（２）「課題研究」の中での「ゴミの処理」などの研究。

（３）「総合的な学習の時間」の「ネイチャー体験」選択者。

（４）「水質調査同好会」の活動で水質調査を行った。

（５）生徒や教員の研修のための外部講師による講演会。

（６）本研究推進のため、地域や外部研究機関（北海道大学

の洞爺臨湖実験所など）に指導をいただいた。

（７）「環境教育推進委員会」を組織し、ＧＬＯＢＥをはじ

めとした、環境教育を統括した。

３ 研究内容

（１）グローブの教育課程への位置付け

ア 第１学年の「キャリアアップ講座」（総合的な学習の

時間）における環境調査学習。

イ 第２学年の「理科総合Ａ」による水質調査

ウ 第３学年の「理科総合Ｂ」による生物調査

エ 第３学年の専門教科家庭科の「課題研究」による洞

爺湖畔の環境調査

オ 全学年縦割り実施の「総合体験」（総合的な学習の時

間）による洞爺湖の環境調査

（２）グローブを活用した教育実践

ア 以下の項目において洞爺湖の水質調査を継続的に実

施した。水温、ｐＨ、電気伝導度、溶存酸素濃度、リ

ン酸イオン、亜硝酸イオン、ＣＯＤ

イ 洞爺湖中心部での水質調査（北海道大学の洞爺臨湖

実験所の協力による）

ウ 家庭科「課題研究」の中で「洞爺湖畔のゴミの処理」

について調査研究を行った。

エ 「総合体験」の洞爺ネイチャー体験において、洞爺

湖の透明度調査、湖の動植物の観察、洞爺湖周辺の地

形の学習、湖畔の樹木調査などを行った。

オ 学校行事「クリーンとうや」では、洞爺高校生が中

心になって小中学校と合同で地区内の環境美化活動を

展開した。

カ 生徒の専門知識の習得と課題意識の高揚、及び指導

教員の研修のため、外部講師による講演会を年２回実

施した。

キ 教科「家庭科」の調理実習、被服実習と教科「商業

科」の販売実習を組み合わせ、地球温暖化対策をテー

マにした地域活動を展開した。

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

（１）水質調査を通して、生徒が洞爺湖の水に関心を持つこ

とできた。

（２）洞爺湖の水はきれいであることがわかった。

（３）地域と連携した活動ができた。

（４）「高校生環境サミット」に２名の生徒が参加し、本校

の環境教育について発表し、高校生サミット宣言の起草

に関わり、環境保護の意識を高めた。

２ 研究の課題

（１）水質の観測結果にあまり変化がなかったため、観測項

目の検討や長期的な変化をまとめるようにする。

（２）理科の教科での水質調査を行う。

Ⅴ 研究第２年次の活動計画

１ 水質の観測を継続し、観測データを蓄積し、いろいろな

見方で分析をしていく。

２ 洞爺湖周辺の生活状況の調査を行う。

３ 研究の成果を発表する機会を設ける。

別紙様式２ 平成19・20年度環境のための地球学習観測プログラム（グローブ）推進事業中間報告書


